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入学試験を施行平成
27年

平
成
二
十
七
年
度
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
は
、
一
月
中
旬
の
セ

ン
タ
ー
試
験
と
二
月
初
旬
の
本
学
試
験
を
も
っ
て
東
京
で
施
行
し
、

両
学
部
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
本
年
も
同
一
試
験
日
に
生
命
歯
学

部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
と
の
受
験
と
併
願
が
可
能
と
な
る
「
全
学
部

入
試
」
を
実
施
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大

学
の
入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。

 

両
学
部
の
合
格
者
発
表

   
東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

　
本
学
名
誉
教

授
で
元
学
長
の

佐
藤
亨
先
生

は
、
一
月
十
日

逝
去
さ
れ
た
。

享
年
八
十
五
。

佐
藤
名
誉
教
授

は
昭
和
三
十
年
本
学
卒
業

（
第
四
十
四
回
卒
）。
昭
和

六
十
一
年
か
ら
歯
学
部
解
剖

学
教
室
第
一
講
座
の
教
授
と

し
て
講
座
を
主
宰
し
、
図
書

館
長
等
を
歴
任
し
た
。

　
平
成
七
年
六
月
に
日
本
歯

科
大
学
学
長
に
就
任
し
、
学

校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の
理

事
、
監
事
を
務
め
た
。

　
葬
儀
・
告
別
式
は
、
一
月

十
七
日
東
京
都
練
馬
区
の
江

古
田
斎
場
で
執
り
行
わ
れ
、

遺
体
は
御
本
人
の
遺
志
に
よ

り
本
学
に
献
体
さ
れ
た
。

　
な
お
三
月
十
五
日
に
は
、

お
別
れ
会
が
、
生
命
歯
学
部

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
お
い

て
執
り
行
わ
れ
る
。

追
　
　
悼

佐
藤
亨
名
誉
教
授

岡
田
新
一
氏

石
川
元

客
員
教
授

　
平
成
二
十
七
年
度
の
入
学

試
験
は
例
年
ど
お
り
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試

験
と
、
本
学
で
実
施
す
る
一

般
選
抜
試
験
の
二
本
立
て
で

行
わ
れ
た
。

　
本
学
で
は
本
年
も
、
同
一

試
験
日
に
両
学
部
の
受
験
と

併
願
が
可
能
な
「
全
学
部
入

試
」
を
、
一
般
選
抜
と
セ
ン

タ
ー
利
用
入
試
で
実
施
し
た
。

　
一
般
選
抜
入
学
試
験
の
前

期
試
験
は
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
英
語
一

科
目
、
国
語
・
数
学
の
う
ち

か
ら
一
科
目
、
理
科
（
物

理
・
化
学
・
生
物
の
う
ち
か

ら
選
択
）
一
科
目
の
計
三
科

目
の
学
力
試
験
を
二
月
一
日

に
実
施
し
、
四
日
に
合
格
者

を
発
表
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
前
期
入
学

試
験
は
、
本
学
が
指
定
し
た

科
目
の
受
験
者
（
二
十
七
年

度
か
ら
外
国
語
は
英
語
が
必

須
）
に
対
し
て
、
二
月
五
日

に
生
命
歯
学
部
に
お
い
て
面

接
試
験
を
実
施
し
、
七
日
に

合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
一
般
選
抜
、
セ
ン
タ
ー
利

用
入
学
試
験
と
も
両
学
部
の

合
格
者
は
、
そ
の
受
験
番
号

を
生
命
歯
学
部
本
館
一
階
の

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
掲
示

発
表
し
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。

　
追
っ
て
一
般
選
抜
後
期
入

学
試
験（
学
力
・
面
接
）
と
セ

ン
タ
ー
利
用
後
期
入
学
試
験

（
面
接
）
は
、
い
ず
れ
も
三

月
八
日
に
生
命
歯
学
部
（
東

京
）
に
お
い
て
「
全
学
部
入

試
」
を
以
て
実
施
し
た
。

　
東
京
短
期
大
学
歯
科
技
工

学
科
と
歯
科
衛
生
学
科
の

一
般
Ａ
入
学
試
験
は
一
月

二
十
五
日
に
、一
般
Ｂ
入
学
試

験
は
三
月
七
日
に
実
施
し
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
歯
科
衛
生

学
科
の
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学

試
験
は
二
月
七
日
、
一
般
入

学
試
験
（
１
期
）
は
二
月

二
十
八
日
に
行
い
、
一
般
入

学
試
験
（
２
期
）
は
三
月

十
四
日
に
実
施
す
る
。

【生命歯学部】

①６/28（日）②７/22（水）③８/６（木）④８/20（木）

⑤９/12（土）⑥10/18（日）⑦10/31（土）⑧11/１（日）

６/28 は校友会共催,７/22 は午後から多摩クリニック見学

８/６，８/20 は，午前中に入試対策セミナー

９/12 は，午前中に模擬授業

10/18 は，付属病院見学

10/31, 11/１は，富士見祭との併催

【新潟生命歯学部】

①５/９（土）②６/13（土）③８/６（木）④８/22（土）

⑤９/19（土）⑥11/14（土）

※各回とも10：30受付，11：20開始，16：00 終了予定

６/13 は浜浦祭との併催

試
験
科
目
の
問
題
冊
子
配
布
に
あ
た
り
、
挙
手
し
て

科
目
を
選
択
す
る
受
験
生
た
ち
（
２
月
１
日
・
東
京
）

故 佐藤 亨 名誉教授

　
新
潟
短
期
大
学
の
元
学
長

で
、
元
本
学
客
員
教
授
の
石

川
富
士
郎
先
生
は
、
昨
年

十
二
月
三
十
一
日
に
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
八
十
四
。

　
石
川
元
客
員
教
授
は
昭
和

二
十
六
年
本
学
卒
業
（
第
四

十
回
卒
）。
歯
科
矯
正
学
専

攻
。
岩
手
医
科
大
学
名
誉
教

授
。
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）

十
月
か
ら
本
学
歯
学
部
客

員
教
授
、
同
四
月
か
ら
新

潟
短
期
大
学
学
長
を
務
め

た
。

　
飯
田
橋
駅
前
の
本
学
体
育

館
、
新
潟
歯
学
部
の
設
計
者

で
あ
る
岡
田
新
一
氏
は
、
昨

年
十
月
二
十
七
日
に
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
八
十
七
。

　
岡
田
氏
は
東
京
大
学
工
学

部
卒
業
、
同
大
学
大
学
院
を

修
了
し
て
鹿
島
建
設
に
入

社
、
そ
の
後
岡
田
新
一
設
計

事
務
所
を
設
立
・
主
宰
し

た
。
最
高
裁
判
所
、
警
視
庁

本
部
庁
舎
、
東
京
藝
術
大
学

奏
楽
堂
な
ど
を
設
計
し
、
日

本
を
代
表
す
る
建
築
家
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
。

　
本
学
で
は
両
学
部
の
合
同

講
座
で
あ
る
「
生
命
歯
学

講
座Departm

ent of Life 
Dentistry

」
を
四
月
一
日

付
で
新
設
し
、
任
期
五
年
制

の
助
教
を
採
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
同
講
座
は
学
長
直
属
で
、

当
面
専
任
の
研
究
者
や
占
有

の
研
究
室
は
有
し
な
い
が
、

希
望
す
る
基
礎
系
・
臨
床
系

の
両
学
部
講
座
の
併
任
（
定

員
外
）
と
な
る
。

任
期
五
年
制
の
助
教
を
新
設
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執筆者

　
対
象
者
は
日
本
歯
科
大
学

を
卒
業
し
本
学
大
学
院
修
了

見
込
み
、
ま
た
は
修
了
二
年

以
内
の
者
で
、
基
礎
系
の
若

手
研
究
者
の
養
成
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
任
期
は
五
年
で
、
本
学
の

規
程
に
よ
る
助
教
と
し
て
の

俸
給
の
ほ
か
、
年
額
百
万
円

の
研
究
費
を
支
給
す
る
。
科

学
研
究
費
な
ど
外
部
研
究
費

の
申
請
獲
得
に
努
め
、
任
期

中
に
二
年
間
の
海
外
研
究
留

学
を
義
務
と
す
る
（
諸
経
費

は
本
学
負
担
）。

　
こ
の
海
外
研
究
留
学
の
間

に
、
一
編
以
上
の
筆
頭
者
の

原
著
論
文
を
、
I
F
の
つ
い

た
国
際
学
術
誌
に
受
理
ま
た

は
公
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

【
訂
正
】

　
前
号
六
二
四
号
一
面
の

「
米
山
武
義
先
生
保
健
文

化
賞
受
賞
」
の
記
事
中
、
本

学
関
係
者
の
同
賞
受
賞
者

に
「
小
松
義
典
先
生
（
秋

田
・
64
回
）
」
と
掲
載
し
ま

し
た
が
、
小
松
先
生
が
平
成

二
十
二
年
に
受
賞
さ
れ
た
の

は
、
読
売
新
聞
社
主
催
「
医

療
功
労
賞
」
で
す
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
本
学
の
住
友
雅
人
名
誉
教

授
は
、
去
る
二
月
二
十
三
日

開
催
さ
れ
た
第
九
十
二
回
日

本
歯
科
医
学
会
評
議
員
会
に

お
い
て
、
無
競
争
で
学
会
長

に
再
選
さ
れ
た
。
任
期
は
二

年
。
同
学
会
は
日
本
歯
科
医

師
会
と
専
門
・
認
定
分
科
会

の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
会
員

数
は
九
万
六
千
余
名
。

住
友
名
誉
教
授

再
選

 

日
本
歯
科
医
学
会
長 

無
競
争
で
二
期
目
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東京と新潟で公開講座ひらく

両
学
部
で
中
原
学
長
の
年
頭
挨
拶

両
学
部
で
中
原
学
長
の
年
頭
挨
拶

二
〇
一
五
年
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
は
、
一
月
五
日
に
新
潟
と

東
京
の
両
学
部
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
本
学
教
職
員
が

多
数
集
ま
り
、
今
年
の
抱
負
を
語
り
合
い
な
が
ら
歓
談
し
た

▽
…

▽
…

▽
…

▽
…

▽
…

▽
…

　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
部

は
、
十
二
時
十
五
分
か
ら
レ

ス
ト
ラ
ン
・
ス
ク
エ
ア
に
お

い
て
若
槻
紀
寿
事
務
副
部
長

の
司
会
で
開
会
し
た
。

　
年
頭
の
挨
拶
で
中
原
泉
理

事
長
・
学
長
は
、

　「
新
潟
歯
学
部
は
創
設

四
十
三
年
に
な
り
、
ハ
ー
ド

面
で
老
朽
化
が
進
ん
だ
の

で
、
今
年
は
い
ろ
い
ろ
な
工

事
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
ず

こ
の
食
堂
の
ス
ク
エ
ア
だ

が
、
創
設
当
初
か
ら
営
業
し

て
い
た
水
更
が
昨
年
十
二
月

で
リ
タ
イ
ア
し
た
の
で
、
厨

房
を
改
修
し
新
し
い
業
者
に

任
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
つ
目
は
体
育
館
の
内
装

設
備
を
大
改
修
す
る
。
二
階

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
を
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
に
し
、
一
階
の

設
備
も
全
面
的
に
新
装
す
る
。

　
三
つ
目
は
医
科
病
院
の
病

室
の
個
室
を
増
や
し
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
。
三
月

に
着
工
し
て
夏
ご
ろ
ま
で
に

は
、
完
工
す
る
予
定
だ
。

　
四
つ
目
は
売
店
の
移
設
拡

張
で
、
本
館
と
医
科
病
院
の

待
合
室
に
あ
る
売
店
を
統
合

す
る
。
附
属
病
院
一
階
の
総

合
診
療
科
１
が
あ
っ
た
場
所

の
半
分
く
ら
い
を
使
い
、
山

崎
製
パ
ン
株
式
会
社
の
ヤ
マ

ザ
キ
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
が
四
月
に

開
店
す
る
予
定
だ
。
学
内
に

コ
ン
ビ
ニ
が
で
き
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
に
隣
接
し
て

患
者
さ
ん
や
付
き
添
い
の

方
、
教
職
員
の
喫
茶
を
兼
ね

た
多
目
的
の
休
憩
室
を
設
け

る
。
売
店
も
四
月
ス
タ
ー
ト

な
の
で
、
学
内
の
雰
囲
気
が

大
分
変
わ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
か
ら
五
つ
目
は
生
物

科
学
施
設
、
い
わ
ゆ
る
動
物

舎
を
二
カ
年
計
画
で
新
改
築

す
る
。
二
十
七
年
度
に
着
工

し
て
、
二
十
八
年
度
中
に
竣

工
さ
せ
る
計
画
で
現
在
検
討

を
進
め
て
い
る
」
と
、
今
年

度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
述

べ
た
。
関
本
恒
夫
新
潟
生
命

歯
学
部
長
の
発
声
で
乾
杯

し
、
歓
談
し
た
。

　
　
　*

　*

　*

　
生
命
歯
学
部
の
部
は
、
メ

モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
高
橋
孝
幸
庶
務
部
長
の

司
会
に
よ
り
午
後
五
時
よ
り

開
会
し
た
。

　
中
原
理
事
長
・
学
長
は
、

　「
新
潟
の
長
岡
に
吉
岡
謹

次
郎
先
生
と
い
う
平
成
四
年

に
一
〇
一
歳
で
亡
く
な
っ
た

本
学
の
第
三
回
卒
業
生
が
い

た
。
そ
の
吉
岡
先
生
が
昭
和

五
十
五
年
、
三
十
五
年
前
に

卒
寿
を
迎
え
た
の
で
、
新
潟

県
の
歯
科
医
師
会
、
県
の
校

友
会
が
お
祝
い
の
会
を
開
い

た
。
私
た
ち
出
席
者
は
、
生

き
仏
様
と
い
う
感
じ
で
吉
岡

先
生
に
接
し
た
記
憶
が
あ

る
。
全
国
で
当
時
百
歳
以
上

は
、
千
人
足
ら
ず
だ
っ
た
。

　
平
成
二
年
、
二
十
五
年
前

に
名
誉
学
長
の
中
原
實
が

九
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

百
歳
近
く
ま
で
長
生
き
す
る

人
が
、
身
近
に
い
る
と
思
っ

た
が
、
百
歳
と
い
う
方
は
ま
だ

少
な
い
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

　
平
成
二
十
六
年
に
は
、
百

歳
以
上
は
五
万
九
千
人
、
そ

の
う
ち
女
性
は
八
十
七
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
た
っ
た
三
十
五

年
間
で
六
十
倍
に
な
っ
た
。

平
均
寿
命
は
男
性
八
十
、
女

性
八
十
六
・
六
歳
で
世
界
一
、

健
康
寿
命
は
男
性
七
十
一
、

女
性
七
十
四
歳
で
平
均
す
る

と
そ
の
差
は
約
十
一
歳
と
な

る
。
こ
の
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
の
差
を
い
か
に
縮
め
る

か
が
、
国
や
医
療
界
全
体
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
健
康

寿
命
を
長
く
し
て
介
護
の
必

要
な
人
を
減
ら
す
と
、
十
年

間
に
五
兆
円
か
ら
二
兆
円
、

医
療
介
護
費
用
が
節
減
で
き

る
と
推
計
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
生
活
習
慣
病
の
予

防
、
が
ん
や
認
知
症
の
早
期

発
見
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
、
強
調
し
て
い
る
の
は
ご

承
知
の
通
り
だ
。
あ
わ
せ
て

口
腔
ケ
ア
、
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

口
腔
ケ
ア
に
よ
っ
て
口
腔
機

能
の
維
持
増
進
を
は
か
り
、

栄
養
状
態
の
改
善
、
誤
嚥
性

肺
炎
の
防
止
が
健
康
寿
命
を

延
ば
す
一
助
と
な
る
。

　
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す

た
め
に
、
噛
む
こ
と
と
食
べ

る
こ
と
が
最
も
大
切
だ
、
と

昔
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
こ
と

が
改
め
て
見
直
さ
れ
、
咬
合

咀
嚼
か
ら
摂
食
嚥
下
へ
と
歯

科
医
療
の
役
割
が
大
き
く
広

が
り
、
そ
の
重
要
性
も
高

再生医療ってなんですか／口の健康カラダいきいき／脂肪肝とは

　
東
京
都
千
代
田
区
が
後
援

す
る
区
民
公
開
講
座
は
一

月
二
十
一
日
、
二
月
四
、

十
八
、
二
十
五
日
の
水
曜
日

午
後
六
時
か
ら
九
段
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。
本
学
関
係

者
や
他
大
学
の
研
究
者
を
は

じ
め
、
一
般
の
聴
講
者
が
多

数
参
加
し
、
再
生
医
学
・
医

療
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
た
。

　
第
一
回
と
第
二
回
は
「
日

本
歯
科
大
学
が
め
ざ
す
再
生

医
療
の
カ
タ
チ
」
の
演
題
で

中
原
貴
教
授
（
発
生
・
再
生

医
科
学
講
座
）
が
、
第
三
回

は
「
骨
欠
損
を
埋
め
る
た
め

に
自
分
の
脂
肪
組
織
か
ら
骨

を
作
製
す
る
再
生
医
療
」
を

大
山
晃
弘
准
教
授
（
Ｎ
Ｄ
Ｕ

生
命
科
学
講
座
）、
第
四
回

生
命
歯
学
部
で
は
一
月
と
二
月
に
四
回
シ
リ
ー
ズ
で
、

「
区
民
公
開
講
座
・
再
生
医
学
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」

新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
二
月
中
旬
「
健
康
公
開
講
座
」

を
開
催
し
た
。
両
講
座
と
も
大
勢
の
人
が
聴
講
し
た
。

は
「
自
分
の
細
胞
で
丸
ご
と

歯
を
作
ろ
う
」
を
石
川
博
客

員
教
授
（
Ｎ
Ｄ
Ｕ
生
命
科
学

講
座
）
が
講
演
し
た
。

　
当
日
は
ま
ず
、
バ
イ
オ
再

生
医
学
の
現
状
に
つ
い
て
、

歯
科
の
領
域
に
お
い
て
も
ｉ

Ｐ
Ｓ
研
究
が
進
み
、
抜
歯
し

た
智
歯
の
歯
髄
細
胞
、
あ
る

い
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
で

切
除
さ
れ
た
歯
肉
細
胞
か

ら
、
良
質
な
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が

効
率
よ
く
作
製
で
き
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
日
本
歯
科
大

学
で
の
最
新
の
研
究
に
関

し
、
以
下
の
よ
う
な
講
演
が

あ
り
、
将
来
に
向
け
た
展
望

が
語
ら
れ
た
。

　
発
生
・
再
生
医
科
学
講
座

で
は
、
抜
去
歯
か
ら
幹
細
胞

を
培
養
し
、
歯
根
膜
細
胞
か

ら
骨
格
筋
細
胞
の
分
離
に
成

功
し
た
。
臨
床
応
用
と
し
て

は
、
歯
周
病
、
歯
の
喪
失
、

神
経
疾
患
、
虚
血
性
疾
患
、

心
筋
梗
塞
、
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
や
肝
硬
変
な
ど
の
治

療
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｄ
Ｕ
生
命
科
学
講
座
で

は
、
体
外
で
脂
肪
幹
細
胞
か

ら
骨
を
作
製
し
、
そ
の
骨
を

体
内
に
移
植
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
従
来
の
再
生

法
は
、
動
物
の
体
内
に
移
植

し
て
再
生
を
誘
導
し
た
体
内

再
生
法
だ
っ
た
。
臨
床
応
用

の
観
点
か
ら
す
る
と
、
感
染

や
免
疫
の
問
題
が
避
け
ら
れ

な
い
た
め
、
動
物
を
使
わ
ず

に
培
養
シ
ャ
ー
レ
上
で
歯
の

再
生
を
可
能
に
す
る
、
新
た

な
体
外
培
養
シ
ス
テ
ム
「
器

官
再
生
法
」
の
開
発
を
行
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
解
説
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
将
来
の
病
気
や
怪
我

を
自
分
自
身
の
細
胞
で
治
す

た
め
に
、
本
学
独
自
の
「
歯

髄
細
胞
バ
ン
ク
」
を
開
設
す

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、

二
月
十
五
日
（
日
）
に
健
康

公
開
講
座
を
開
講
し
た
。
地

元
の
関
屋
地
区
公
民
館
と
の

共
催
に
よ
る
も
の
で
、
本
年

で
十
三
回
目
と
な
る
。
同
講

座
は
厳
冬
の
季
節
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
例
年
一
二
〇
か
ら

一
五
〇
名
以
上
が
出
席
者

し
、
関
屋
地
区
公
民
館
で
も

人
気
の
講
座
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
は
新
潟
病
院
訪
問

歯
科
口
腔
ケ
ア
科
の
赤
泊
圭

太
助
教
と
、
医
科
病
院
副
院

長
で
内
科
学
講
座
の
大
越
章

吾
教
授
が
講
演
し
た
。

　
赤
泊
助
教
は
、「
お
口
の

健
康
を
守
っ
て
、
カ
ラ
ダ
い

き
い
き
」
の
演
題
で
、
訪
問

歯
科
口
腔
ケ
ア
を
実
施
し
て

い
る
体
験
か
ら
、
口
の
健
康

を
保
つ
こ
と
は
、
全
身
の
健

康
増
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
る
と
述
べ
て
、

生
活
環
境
と
の
関
連
性
な
ど

に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

　
肝
臓
専
門
医
で
あ
る
大
越

教
授
は
、「
あ
な
ど
れ
な
い

脂
肪
肝
」
の
演
題
で
脂
肪
肝

の
人
に
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
が
多
く
、
全
身
の
健
康

に
及
ぼ
す
悪
影
響
や
改
善
法

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

健
康
寿
命
と
歯
科
医
療

２
０
１
５
年
歯
学
会
大
会

　
平
成
二
十
七
年
度
日

本
歯
科
大
学
歯
学
会
総

会
・
大
会
が
、
六
月
六
日

（
土
）、
新
潟
生
命
歯
学

部
の
講
堂
な
ど
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
。

　
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
健
康
寿
命
と
歯
科
医

療
」
で
、
大
会
長
は
新
潟

生
命
歯
学
部
解
剖
学
第
二

講
座
の
吉
江
紀
夫
教
授
。

企
画
趣
旨
に
つ
い
て
、
準

備
委
員
会
で
は
次
の
よ
う

に
公
表
し
た
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
、
昨
年
、
男
女
と
も

に
過
去
最
高
を
更
新
し

た
。
単
に
寿
命
を
延
ば
す

だ
け
で
な
く
、
健
康
に
生

活
で
き
る
期
間
を
延
ば
す

こ
と
、
す
な
わ
ち
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
と
の
差
を
縮

め
て
い
く
こ
と
が
、
一
人
ひ

と
り
の
生
活
の
質
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（quality of life

）

の

面

か
ら
、
そ
し
て
社
会
保
障
の

面
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
度
の
歯
学
会
大
会
は

「
咀
嚼
に
よ
る
健
康
寿
命
の

延
伸
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
行
わ
れ
、
盛
況
を
博
し
た

が
、
今
年
度
は
「
健
康
寿

命
」
と
関
わ
る
様
々
な
角
度

か
ら
「
歯
科
医
療
」
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
基
調
講
演
に

高
森
等
教
授
（
附
属
病
院
・

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
診
療
セ
ン

タ
ー
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

演
者
は
、
廣
安
一
彦
准
教
授

（
新
潟
病
院
・
口
腔
外
科
）、

菅
原
佳
広
准
教
授
（
新
潟
病

院
・
総
合
診
療
科
）、
中

原
賢
助
教
（
新
潟
生
命
歯

学
部
・
先
端
研
究
セ
ン

タ
ー
）
で
、
市
民
も
対
象

と
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
企
画
し
て
い
る
。
ま

た
本
大
会
で
は
、
例
年
同

様
、
学
術
研
究
奨
励
賞
受

賞
講
演
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー

研
究
発
表
も
行
わ
れ
る
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た

今
日
、「
健
康
寿
命
」
を

視
野
に
入
れ
た
「
歯
科
医

療
」
が
今
後
の
重
要
課
題

と
な
る
だ
ろ
う
。
本
大
会

に
お
い
て
、「
健
康
寿
命
と

関
連
し
た
歯
科
治
療
」
を

多
面
的
に
と
ら
え
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医

療
の
発
展
と
啓
発
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
る
。

（
問
合
せ
は
準
備
委
員
長
・

解
剖
学
第
二
講
座
の
辻
村

麻
衣
子
講
師
ま
で
）

星
に
願
い
を
♪ 

新
潟
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

♪「…年末ジャンボにあたりますよう、お星さま
には本当にささやかなお願いをしました」と軽妙
なトークをまじえながら演奏する桑原先生♪

　
昨
年
十
二
月
十
八
日
、
午

後
四
時
か
ら
新
潟
病
院
と
医

科
病
院
の
共
用
受
付
で
、
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
た
。
入
院
中
や
来
院
し
た

方
た
ち
に
憩
い
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

初
め
て
企
画
し
た
も
の
。

　
本
学
七
十
八
回
卒
の
桑
原

秀
也
先
生
が
電
子
ピ
ア
ノ
を

演
奏
し
た
。
新
潟
市
東
区
で

開
業
の
桑
原
先
生
は
軽
音
楽

部
の
Ｏ
Ｂ
で
、
地
元
で
も
演

奏
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
当
日
は
年
末
に
ふ
さ
わ
し

く
、
お
な
じ
み
の
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
を
、
時

折
ポ
ッ
プ
ス
や
ジ
ャ
ズ
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
演

奏
し
た
。
桑
原
先
生
は
ブ
ロ

グ
で
、「
病
院
ロ
ビ
ー
は
、

信
楽
焼
の
タ
イ
ル
で
埋
め
た

硬
質
な
壁
面
な
の
で
、
自
然

に
豊
か
な
エ
コ
ー
が
発
生
し

て
、
電
子
ピ
ア
ノ
も
い
い
音

で
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

　
演
奏
の
た
び
に
盛
大
な
拍

手
が
あ
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
も

含
め
て
八
曲
の
演
奏
が
終
わ

る
と
、
山
口
晃
新
潟
病
院
長

か
ら
花
束
が
手
渡
さ
れ
た
。

表彰状を手にする小川助教（左）

　
生
命
歯
学
部
接
着
歯
科
学

講
座
の
小
川
信
太
郎
助
教
、

柵
木
寿
男
准
教
授
、
奈
良
陽

一
郎
教
授
は
、
平
成
二
十
六

年
度
日
本
接
着
歯
学
会
論
文

賞
を
受
賞
し
た
。
同
講
座
の

受
賞
は
、
直
近
四
か
年
で
三

回
目
と
な
る
。

　
受
賞
論
文
は
「
レ
ジ
ン
コ
ア

シ
ス
テ
ム
応
用
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
レ
ジ
ン
直
接
修
復
に
お
け
る

接
着
実
態
」
で
、信
頼
性
に
長

け
た
修
復
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と

な
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

小
川
助
教
ら（
東

　

京

接
着
歯
科
学

）

接
着
歯
学
会
論
文
賞

医
科
病
院
で
日
帰
り
ド
ッ
ク

　
新
潟
の
医
科
病
院
（
五
十

嵐
文
雄
院
長
）
で
は
、
今
ま

で
一
泊
二
日
の
人
間
ド
ッ
ク

を
、
四
月
か
ら
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
と
し
、
検
査
内
容
も

受
診
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
よ

う
一
新
す
る
。

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
さ
ら

に
認
識
し
て
対
応
す
る
必
要

性
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
近

藤
勝
洪
校
友
会
長
の
発
声
で

乾
杯
し
歓
談
に
移
っ
た
。


